
【同一県内の国保保険者間の異動の例】

① 甲府市は、甲斐市に転出した対象被保険者の情報（記号・番号）提供を依頼し、振替調整を行う同意を得る。
② 対象被保険者が、甲府市（振替元保険者）から甲斐市（振替先保険者）に転出していることから、甲府市と甲斐市の間において保険者間調

整を行う旨の連絡を行う。
③ 甲府市は、国保総合システムで過誤申出を行う。
④ 山梨県連合会は、審査決定した当該月分の診療報酬と併せて甲斐市に調整対象医療費を請求する。
⑤ 山梨県連合会は、審査決定した当該月分の診療報酬と併せて甲斐市から支払われた調整対象医療費を甲府市国保に支払う。
⑥ 山梨県連合会は、振替調整の結果を山梨医療機関等へ通知する。
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◎ 請求権の委任 ： 連合会が医療機関等に代わり、正しい資格情報により保険者へ診療報酬を再請求するにあたり、医療機関等から連合会に診療
報酬の請求行為の委任をしていただく必要があります。（民法第６４３条関連）

◎ 代理権の付与 ： 医療機関等から連合会に請求行為のみを委任された場合、連合会と新保険者との間で債権債務の関係が生じることから、診療
報酬の請求・支払についても代理権限を連合会に付与していただき、診療報酬請求書の名義は医療機関等のままとします。
（民法第９９条関連）

＊レセプトは、保険医療機関等には返戻いたしません。

レセプト

＊支払額に影響はありません。

※ この保険者間調整の対象は、国保保険者間で振替の
合意が得られたものが対象となります。
月の途中での資格変更したレセプトなどは対象外と
なり、全てがこの保険者間調整の対象となるものでは
ありません。ご了承ください。


